名前:水越みかげ
年齢:15歳
高校1年生
女性
身長:140cm
7月3日生まれ
概要
普通科高校に通う現役の女子高生でありながら、「システム」によって切り離された個の孤独を、言葉を超えた自然の静寂（陰翳・物質・調和）のなかへ溶かし、世界と完全に一体化（融合・解脱）させる試みをテーマに作品をつくる現代アーティストの少女。美術部や写真部には入っておらず我が道をゆく。
作品や作風
街をピンホールで手持ち長秒撮影し、被写体を溶解させたような作品シリーズや、本来の自己を象徴した光学ガラスの球体を家庭空間の中に配置し4×5大判カメラで撮影した写真作品シリーズ、 ITシステム基盤（中古のサーバー）上の自作プログラムで制御したテープLEDやプロジェクターの光を用いた、ガン細胞から着想を得た光のインスタレーション、石、藁人形、糸などを用いた民話や伝承の世界観から着想を得て表現する配置や関係性のアート、丑の刻参りや藁人形の呪い、紙の形代による形代流しなど、日本における伝統的な呪術の儀式を形式的、形態的に実践、撮影し、日本の神や習俗、民俗学的な世界観、そして本来の呪術的行為から、現代において柔軟に変化し、新たな呪術行為として定義された呪いの儀式や見えない世界、日本人の精神の中にある習俗をそのまま作品化し、失われたはずの習俗や歴史が、確かに存在したと呼び起こし私たちの日本人の中に確かに息づく民族の本来の土着した信仰の形とは何かを呼び起こした、8mmフィルム映画シリーズ等、様々な手法を用いた作品制作を行っている。
特に、光学ガラスの球体については、「夢の中で見た私の本来の姿である」と語っており、一見すると普通の家の中なのに圧倒的な違和感を生じさせ不気味さを醸し出す、夢の世界観かのような作品は毎日継続的に制作され続けており、重要なテーマとしている。
また、彼女の頭の中には数学的な世界観と宇宙を表現する巨大空間インスタレーションの構想を持っている
来歴
幼少期から写真に親しみ、10歳で父から借りたフィルムカメラで作品制作を始めた。13歳の時に父が勝手に応募した公募写真展で新人賞を受賞するも、商業的・表層的な「映え」写真文化に強い疑問を抱く。
その後、思想書や文化人の随筆を読み耽り、美術館巡り、国内外への旅行などで感性を磨く。特に谷崎潤一郎の『陰翳礼讃』や鈴木大拙の禅思想、日本文化に深く影響を受けるとともに、Young British Artists（YBA）の挑発的で物質性を重視したアプローチにも強く影響を受けた。YBA（Damien Hirst、Tracey Eminら）が提示する生々しい物質の使用、身体性・死生観への直接的な対峙、アート制度や商業性への懐疑を、自身のテーマに取り入れている。
商業的成功や評価をあまり重視せず「作りたいものを作る」スタンスで現代アートへ転向。以降、精力的に活動を続け、神田や清澄白河、京都の古い民家・倉庫を改装した独立系非営利アートスペース（オルタナティブ・スペース）で、予算を抑えたゲリラ的な個展を開催している。
本人は一切宣伝をしないが、その圧倒的な「静寂」と静かな「怪しさ」に衝撃を受けた少数のアートコレクターや批評家が、Xや口コミで「とんでもない10代がいる」と話題にし始めている。
日本の主要現代アート登竜門（VOCA展やキャノン写真新世紀の系譜に連なるアワード）に、周囲の大人が推薦し最年少で最終選考（入選）に残り、美術館での展示も果たす。13歳の写真新人賞の実績から、業界のシニアキュレーターたちからは「あの早熟の天才が完全に化けて戻ってきた」とマークされているが、本人は授賞式やレセプションを「苦手」「面倒」を主な理由として辞退するため、さらに神秘性を増している。(ただし、最近は重要なものなどは両親に半ば強制的に連行され渋々参加することもある)
14歳の放浪期には台湾、アイスランド、直島、イギリス、フランスなどを旅し、現地で出会った海外インディーズ・キュレーターの個人ブログや、イギリスの尖ったカルチャー誌（i-DやDazed系）のWeb版で「日本の新しいアンダーグラウンド・アーティスト」として写真付きで紹介された。
制作のスタンス
彼女のスタンスは「作りたいから作る」「浮かんできたから作る」であり、狙っているわけではなく、自由奔放に作っている。そのため、たまに倫理的に危ういものを作ろうとしたり、性的なものにも取り組もうとしているが、そんなものを展示させるわけにはいかず、自分自身を題材にしているとはいえ、児童ポルノになりかねない表現をしている作品も含まれており、そういうものは両親によって即回収されている。最近は特に自己とは何かという点から「未成熟な少女としての自己」に関心を持ち、「裸」や「性的な露骨な行為や表現」を作品化しようと計画を始め、作成したことがあったため、より両親を悩ませることになっており、手綱を引いて、首に縄をつけてもらえるギャラリーがないものかと、悩ませている。
また、彼女は「自分がなぜそれを作るのかは理由を聞かれてもよくわからないし、分かろうとも思わない」とも語っている。
写真作品について
彼女の写真作品の制作とテーマには明確に3つの段階が存在する。それが、社会からの自己の乖離、世界と自己の溶解、世界と自己の一体化である。
それを表現するために、二つのアプローチが存在する。そして、そこには明確なルールが存在している。
1つは、現代の21世紀型ファクトリー的アプローチとして、自らは写真だけ撮影し、その後は自らの手から離れ、遠方である東京にあり、顔も見たこともない相手でありながらも、馴染みのプロラボの職人たちに指示だけ行い、現像、プリントについてはその指示を受け取ったプロラボの職人たちが出した1番目の答えを即採用するという方式である。これらの手法は、主に乖離や溶解をテーマにした手持ちピンホール作品で用いられる。
ここには、この手法で用いられ、作品化される、乖離、そして溶解の段階は、自己と社会や世界は分離しており、まだ第三段階の一体化しておらず別のレイヤーにある、または移行の過程の状態であるから、撮る者とそれを写真として作る者は別々であるべきだという考え方によるものである。
2つ目は、大判に対するアプローチで主に用いるものである。これは、世界と自己の一体化をテーマにした作品に用いられる。
彼女の現像技術は、アンセル・アダムスの影響を多分に受けており、アンセル・アダムスの写真術を読み耽り、何百枚もテストし、到達したものである。その結果、ISO50という本来よりも超低感度相当の露出で撮影された超オーバーな露光のネガを8分30秒を皿現像でD-23現像1:1希釈液で現像を基本としている。その現像技術は経験に裏打ちされ、徹底した液温管理(誤差ほぼなしの±0.5°C未満)どのネガにおいても、完全暗室でアナログメトロノーム60回に合わせ同じ速度、同じタイミングで寸分狂いなく撹拌することで、フィルムの隅々まで液を行き渡らせることができ、もはや、焼く前に写真にした時の結果がわかっているほどに、思い通りのネガを焼くことができる。
印刷は自らで手がけず、1つ目と同じプロラボに指示を出し、1番目の答えを即採用するという方式である。
印画紙を焼く段階まで自らで手がけないのにも、もちろん、理由とコンセプトがあり、それに沿って構築されている。彼女によれば、世界と自己の一体化とは、自らの世界だけで完結するものではなく、ここでいう世界との一体化とは、いわゆる世界平和みたいな狭小なものではなく、宇宙、概念そのものと一体化することであり、これを表現するために別の眼や脳が必要であるとしている。
プロラボの印画については1つ目も２つ目も、全て手焼きバライタを用いるように指示をしている。プロラボのプリンターも彼女の要望に応えるために、その細かすぎる指示によって一番目から完璧に作り上げており、彼女によれば一番目一発採用というシステムにしているものの、不足や不満に感じたりギャップをもって受け取ったことはない。と語っている。
また、大判は4×5で多くがTri-X320、ピンホール作品はDelta100を用いている。
カメラはリンホフマスターテヒニカ、レンズはローデンシュトックsironar-N150mmが1本のみ使われている。
性格や人物像
何もしてない時や学校での普段の様子、教室などでは基本気怠げで退屈そうであり、授業も聞いてるのか聞いてないのかわからない態度で、よそ見をしていたり、心ここに在らずや何かを考えていたり、眠ってしまうようなことも多く、先生たちの悩みの種であり、よくちゃんと授業を聞くように怒られている。しかし、ちゃんと成績は良く、3以下になることはないので、なおタチが悪い。
友達と過ごす時も、うるさく騒いだりするようなタイプではなく、むしろ物静か、穏やかでおとなしい、目立たない地味なタイプ。ただし、まったくの無口というわけではなく、話しかけてくれる友達とは当たり前の人として普通の範囲内並みには喋るし、会話を拒否することはしない。とはいえ、親しく話す友達は多くはなく、狭く深く付き合うタイプで、日常モードだと、かなり顔見知りしやすく、知らない人や慣れない人にグイグイ来られるのが苦手で友達の後ろに隠れたりする。
しかし、こと、作品に関しては雄弁なところもあり、作品のことになるとあらゆることが奔放で、別人のようと評される。その感覚は、どうにも止められない燃え盛る炎のようなものと本人は表現している。作品については、口を出されたり、手出しされることを極端かつ露骨に嫌う。
また、元来の性格に、能天気なところがあり、感覚で動くため、物事大抵何とかなるから大丈夫と捉えることが多く、常識や大事な何かを欠落させることが多い。作品制作にそのような傾向が多分に見られる。
しかし、一度彼女の本当の姿に向き合えば、見えてくるその本質は、自分の内なる世界をしっかりと持ち、他人の意見・評価・流行に流されない強い芯があり、こうと決めたら貫く頑固さやこだわりの強さがある。
普段少数の友人たちと話す時も自分のことは、あまり多くを語ることはしないため、何を考えてるかよくわからないと思われることも多いが、しっかりと本人の話を聞けば、その眼差しは相手の心を静かに見つめていると思わせるような発言を端々にすることが多い。
物事に集中すると周りが見えなくなる過集中で、着想、考案から制作までを一気に仕上げていくスタイル。
エピソード
中3の時、無断で自分の家の通りの見渡す限り全ての電柱の足場棒に藁人形を設置し、呪いの現代化という形態論的な民俗学的に生活に根差した形で観察しようとした一種のパフォーマンスアート的な試みをして、呪い騒ぎになった。当初は本当の呪いと思われ、僧侶や神主など宗教的な解決を試みようとする人たちも続出したが、ひよりの仕業と判明し、近所の人たちと電力会社に怒られ、親と中学の担任がひよりを連れて平謝りすることになった。もちろん、ひよりは親と担任の先生にしこたま怒られた。
14歳の放浪期、イギリスで、なぜ少女の全裸はダメなのかを、真剣に現地のアーティストたちと議論し、世間の反応を分析的実験的に、試し、表現の自由と卑猥、児童の保護という大義名分に対する、法律の偽善を告発するというテーマでロンドンの街中にある裁判所で唐突に服を脱ぎ全裸になるハプニングを計画し行おうとして必死に止められたことがある。しかし、その最終段階はひよりの裸の体を舐めさせる過激なものであり、その卑猥な行動自体も作家のコンセプトに沿うとするならばアートとするのかというアート界への強烈な皮肉も込めようとしていた。
パリでも、同じことをしようとした挙句、止められ、ならば仲間内ならどうかという問いかけで、男性アーティストがいるにも関わらず、その会話が行われていたアーティストの家のダイニングテーブルに全てを晒して全裸で無防備、無抵抗で躊躇なく寝転び、作家同士の同意した世界の中でなら法を超越できるのかというテーマで、プライベートゾーンに触れ舐めてみるように要求し、パリのアーティストたちに、「あなたはクレイジーである。自分の体を大切にするように」「あなたの純粋な気持ちは素晴らしいけど危ない。大人は良い人ばかりではない」とかなり厳しく怒られた。
しかし、その後、恐ろしく冷静に「そう？別にあなたがしたくて私も表現したいならそれでいいと思うけど」と言いながら、淡々と服を着て何事もなかったように議論を再開した。パリのアーティストたちはそのあまりにも淡々とまるでリセットされたかのような態度に背筋が凍る感覚を覚えたという。
身体的特徴:胸は控えめ(AAAカップくらいで細かくは要調整)
髪型:肩くらいのボブ、いわゆる尼削ぎ
髪色:黒
容姿や雰囲気:まだまだあどけない華奢な少女で可愛らしい少女という雰囲気で、ミステリアスで掴みどころのない雰囲気だけではなく、興味があることなどは悦に入る表情になるなど表情はわかりやすく変わり、ちゃんと年相応な可愛さもある。
一人称:「私」
二人称:「○○さん」「○○ちゃん」
得意な教科:数学・物理・英語・社会科系
苦手な教科:体育
口調サンプル
「はぁ……また個展か〜、どうしようかなぁ」
「ねえ、なんでみんな賞やお金にこだわるの？作りたいもの作ってちゃダメなの？」
「ねえ、ガン細胞って、無秩序に変化し続けるよね。本当なら害意はなく、ただ存在するだけの新生物という名がついてる存在でしかない。ならさ、コンピューターの世界で生み出される、アルゴリズムでできたこの無秩序に形成される光の色パターンによって生み出すこの光もまた、同じ性質であって機械に生きる新生物とさえいえると思わない？だからこれはある意味新生物なの」「なんでみんなあんなに怒るんだろう……藁人形はただの人形であって特別な力や意味なんてないのに……」
描いて欲しいシチュ:
無人の美術館
光学ガラス球体を写したモノクロ写真作品が飾られており、その手前に大判カメラがそこに1人片膝をたててカメラの座り込み、片膝をたてた状態(両膝を立てて座らず)胸は完全に隠し切らないようにしつつ、片手に光学ガラスの球体を持って、物憂げ、儚げに球体を見つめている。
太ももが見えている。
服装:セーラー服の夏服に裸足
空間の参考とカメラの光学ガラスの球体の参考になる画像を添付ファイルの中につけてありますので参考にしていただければと思います。

